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調達要求番号： 

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書 

物品番号  仕 様 書 番 号 

中型ド－ザ 

ＧＥ－Ａ２４０００３ＡＪ 

防衛大臣承認 昭和４８年 ７月３１日 

作    成 昭和４８年 ５月２５日 

変    更 令和 ４年１２月 ７日 

作成部隊等名 補給統制本部 施設部 

1 総則 

1.1 適用範囲 

 この仕様書は，陸上自衛隊において主として土表面の掘削，排土，整地，けん引作業などに使用す

る中型ドーザ（以下，“器材”という。）について規定する。 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書で用いる用語及び定義は，次によるほか，ＪＩＳ Ａ ８４２０－１，ＪＩＳ Ｄ ０００

６－２及びＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１による。 

1.2.1  

輸送状態 

 輸送状態は，排土板及び排気管を取り外した状態をいう。また，全高の寸法は，取り外した状態で，

履板突起から上端までの寸法とする。なお，４型はトラニオン，５型はバックホウなどを取り外した

状態のことである。 

1.3 種類 

 種類は，表1による。細部は，調達要領指定書によって指定する。 

表1－種類 

種類 物品番号 用途 履帯の種類 後方アタッチメントの

種類 

１型 Ａタイプ ２４１０－２８３－

２９４８－５ 

一般用 普通履帯 リッパ 

Ｂタイプ ２４１０－２８７－

６８７１－５ 

国際平和協力

活動用 

３型 Ａタイプ ２４１０－２８７－

６８７０－５ 

一般用 ウインチ及びドローバ 

Ｂタイプ ２４１０－２９１－

４０６０－５ 

国際平和協力

活動用 

４型 ２４１０－２８３－

２９５０－５ 

一般用 湿地履帯 ドローバ 

５型 ２４１０－２９１－

３４２６－５ 

普通履帯 バックホウ 

1.4 製品の呼び方  

製品の呼び方は，仕様書の名称及び表1の種類による。ただし，１型及び３型は，Ａタイプに限り，
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調達要領指定書によって示す場合を除き，種類の“Ａタイプ”を省略する。 

   例1 中型ドーザ１型 

例2  中型ドーザ３型 

例3  中型ドーザ３型（Ｂタイプ） 

1.5 引用文書  

 この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

  ＪＩＳ Ａ ８４２０－１    土工機械－トラクタドーザ－第１部：用語及び仕様項目 

  ＪＩＳ Ａ ８９１０      土工機械－転倒時保護構造－台上試験及び性能要求事項 

  ＪＩＳ Ｄ ０００６－２    土工機械－エンジン－第２部：ディーゼルエンジンの仕様書様 

式及び性能試験方法 

  ＪＩＳ Ｄ ５３０１      始動用鉛蓄電池 

  ＪＩＳ Ｇ ３５２５      ワイヤロープ 

ＮＤＳ Ｚ ８０１１      角形銘板 

b) 仕様書 

  ＤＳＰ Ｋ ２２０９      軽油 

ＤＳＰ Ｋ ５２１８      鉛・クロムフリー外部用フタル酸樹脂エナメル（半つや） 

  ＧＥ－Ｃ５８２００２     リモコン装置（中型ドーザ用） 

  ＧＥ－Ｄ２３００３７     大型セミトレーラ 

  ＧＥ－Ｚ４２１０１８     粉末消火器 

  ＨＥ－Ｌ１８３００４     車両シート 

  ＨＥ－Ｚ１９９００２     付加材，施設器材用 

  ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

  特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（平成１７年法律第５１号） 

  自衛隊の使用する自動車に関する訓令（昭和４５年防衛庁訓令第１号） 

  装備品の迷彩塗装及び国際平和協力活動参加時の塗装の基準について（通達）［陸幕装計第６２

号（３０.２.２６）］ 

  取扱上の注意を要する文書等及び注意電子計算機情報の取扱いについて（通達）［陸幕情第１７

５号（１９．７．３１）］ 

 

2 製品に関する要求 

2.1 一般的要求事項 

 一般的要求事項は，次による。 

a) 調達要領指定書によって指定する場合を除き，“自衛隊の使用する自動車に関する訓令”（以下， 

“訓令”という。 ）に適合しなければならない。 

b) 輸送状態において，ＧＥ－Ｄ２３００３７の種類Ｃタイプで，輸送可能なものとする。 

c) “特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律”に基づき，納入時における，最新の排出ガス 

基準に適合しなければならない。 

d) 表1の種類に示す１型（Ｂタイプ）及び３型（Ｂタイプ）の構造及び性能などの規定は，それぞれ 
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の種類のＡタイプに準ずる。ただし，図1の対応によって生じる規定との誤差は，許容範囲と認め， 

細部は，承認図面による。 

2.2 材料・部品 

 材料及び部品は，通常，日本産業規格品又は同等以上とし，製造者が規定する社内規格に合格した

ものとする。 

2.3 構造 

 構造は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表2による。 

表2－構造 

項目 規定 

機
関 

形式 ４サイクル，水冷，ディーゼル機関 

定格出力 １０３ ｋＷ以上 

最大トルク ５８８ Ｎ・ｍ以上 

燃料消費率 定格出力において２７２ ｇ／ｋＷ・ｈ以下 

使用燃料 ＤＳＰ Ｋ ２２０９の２号又は３号 

始動方式 始動電動機による。 

充電発電機 ２４ Ｖ ０．８ ｋＷ～２．５ ｋＷ 

蓄電池 ＪＩＳ Ｄ ５３０１の型式は，１９５Ｇ５１，１４５Ｆ５１又は

１４５Ｇ５１とし，数量は２個を標準とする。 

燃料タンク 

容量 

５型を除

く。 

２８０ Ｌ以上 

５型 ２００ Ｌ以上 

動
力
伝
導
装
置 

トルクコンバータ又はトル 

クディバイダ 

３要素１段１相形トルクコンバータ又は３要素１段２相式トルク 

コンバータ 

パワーシフト変速機 パワーシフト遊星歯車式 

横軸減速機 曲り歯かさ歯車 

操向クラッチ 手動湿式多板油圧作動式又は手動湿式多板ディスク式油圧作動式 

若しくは差動遊星歯車式油圧モータ駆動式 

操向ブレーキ 湿式多板ばね加圧式，湿式多板スプリング作動式又は湿式外部収 

縮式とし，構造上，操向ブレーキを必要とする機種に限り，備え 

る。 

終減速機 遊星歯車１段減速式又は遊星歯車１段減速式及び平歯車１段減速

式とする。 

足
回
り
装
置 

懸架装置 半硬式つり合いはり式又は半硬式単一板ばね懸架式 

トラックフレーム 起動輪支持は，ピボットシャフト支持式とし，ガイディングガー

ド付き又はピボットシャフト，イコライザーバー支持式とする。

また，所要の転輪及び誘導輪を備える。 

履帯形式 ４型を除

く。 

シングルグローサ組立式（保護履帯装着可能な穴空き板付き） 

４型 湿地シュー組立式 
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表2－構造（続き） 

項目 規定 

油
圧
装
置 

油圧ポンプ形式 歯車式又は可変容量型ピストンポンプ式 

吐出量 可変式最大１６０ Ｌ／ｍｉｎ以上 

操作弁形式 スプール式 

油圧シリンダ形式 複動ピストン形 

調圧弁設定圧 １３．７ ＭＰａ以上 

排
土
装
置 

形式 ４型を除

く。 

チルト及びアングル形 

４型 ストレート及びチルト形 

ブ
レ
ー
ド 

補強 ４型を除

く。 

プッシャープレート（５５０ ｍｍ×５５０ ｍｍ厚さ１２ ｍｍ

以上）ブレード両端部エンドビット上端からブレード上端までの

台形補強板（下幅２２０ ｍｍ以上厚さ８ ｍｍ以上）を備える。 

全長 ３ ６００ ｍｍ以上 

全高 ９００ ｍｍ以上 

質量 ８５０ ｋｇ以上 

運
転
席 

鋼製運転室 ＪＩＳ Ａ ８９１０によるＲＯＰＳ対応とする。 

冷暖房装置 室内に冷房能力４．５ ｋｗ／ｈ以上，暖房能力５．２ ｋｗ／ｈ

以上の冷暖房装置（エアコン）を備える。 

消火器保持具 取扱い容易な場所に，消火器保持具１個設ける。 

小銃保持具 取扱い容易な場所に陸上自衛隊が保有する小銃に適合した小銃保

持具を１個設ける。 

そ
の
他 

照明装置など 前照灯，尾灯，制動灯，後部反射器，警音器及び後照灯等を備

え，尾灯（制動灯兼用）及び後照灯は，ステップ板後端又は燃料

タンク上部に装着する。 

けん引装置 車体前方機関下部底板にフックを備える。 

アタッチメント 車体後部は当該アタッチメントのほか，リッパ，ウインチ又はバ

ックホウなどの装着が可能な構造とする。 

付加材等 １型及び３型の各Ｂタイプに限り，図1を基準に，付加材（官給

品）を装着するほか，次による。細部は，承認図面による。 

a) 付加材（鋼板）は，容易に脱着可能な構造とする。 

b) 燃料及び吸気系統を基準とし，海外仕様を準拠とした製造者 

の仕様による防じんの処置を施す。 

c) 飛散防止フィルムは，全面に内張りとする。  

リ
ッ
パ
装
置 

形式 １
型 

４節リンク式又は平行四辺形式 

刃数 ３本 

質量 ２ １００ ｋｇ以下 

刃ピッチ ９４０ ｍｍ～１ ０１０ ｍｍ 

刃動き角 取付ピンで固定 
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表2－構造（続き） 

項目 規定 

け
ん
引
ウ
イ
ン
チ 

形式 ３
型 

単胴平歯車駆動式とし，油圧操作方式，正逆転及び制動装置付

き。 

ドラム径×内幅 φ２５０～２７０ ｍｍ×２６０～３８０ ｍｍ 

ケーブル 径×長さ φ２０ ｍｍ以上×６５ ｍ以上 

種類 ＪＩＳ Ｇ ３５２５のＩＷＲＣ６×Ｆｉ（２５）Ｏ／Ｏ，Ｂ種

とし，２０ ｍｍ又は相当品以上とする。 

その他 ケーブル先端は，シンブル付きとし，シャックルを取り付けたものとす

る。 

バ
ッ
ク
ホ
ウ
装
置 

バケット容量 ５
型 

０．２ ｍ3以上 

バケット幅 ６００ ｍｍ以上 

アウトリ 

ガ 

中心距離 １ ７００ ｍｍ以上 

上下動方

式 

油圧式 

旋回角度 １７５°以上 

操作席 １人用 

 

 

 

 

 

2.4 寸法 

 寸法は，表3による。 

表3－寸法 

項目 規定 

全長 トラクタ単体 ５ ０００ ｍｍ以下 

エンジン部(防じん対策) 

キャビン部(鋼板) 

ガラス部(フィルム) 

鋼製運転室 

シート部周り(鋼板) 

図1－１型（Ｂタイプ）及び３型（Ｂタイプ） 

注記 図は，後方アタッチメントを省略した状態を示す。 
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表3－寸法（続き） 

項目 規定 

全長（続き） １型 ７ ０００ ｍｍ以下 

３型 ６ １００ ｍｍ以下 

４型 ６ ０５０ ｍｍ以下 

５型 ６ ６００ ｍｍ以下 

全幅（トラクタ単体） １，３，５型 ２ ９８５ ｍｍ以下 

４型 ３ １００ ｍｍ以下（トラニオンを除く。） 

全高 輸送状態で３ ２３０ ｍｍ以下 

履板幅 １，３，５型 ５００ ｍｍ～５８０ ｍｍ 

４型 ７８０ ｍｍ～９５０ ｍｍ 

最低地上高 

（履板突起は，含まない。） 

ドローバ以外 ３００ ｍｍ以上 

ドローバ下端 ３８０ ｍｍ以上 

2.5 質量 

 質量は，表4による。 

表4－質量 

番号 項目 規定 

１ トラクタ単体 １，３，５型 １９ ０００ ｋｇ以下 

４型 ２０ ０００ ｋｇ以下 

２ １型 ２１ ０００ ｋｇ以下ａ） 

 ３ ３型 

４ ４型 

５ ５型 

注ａ） 規定の数値は，輸送状態の質量とする。 

2.6 外観・塗装 

2.6.1 外観 

仕上げの程度は良好とし，割れ，まくれ，さび及びその他使用上の欠点があってはならない。 

2.6.2 塗装 

 塗装は，次による。細部は，承認図面による。ただし，迷彩色及び白塗装を施す場合は，“装備 

品の迷彩塗装及び国際平和協力活動参加時の塗装の基準について（通達）”によるものとし，調達要 

領指定書によって指定する。 

a) 塗装は，十分な防せい処理をして下塗り塗装を行った後に上塗り塗装を行う。 

b) 上塗り塗装は，ＤＳＰ Ｋ ５２１８の色番号２３１４（ＯＤ色 ７．５Ｙ ３／１），又は，ＤＳ 

Ｐ Ｋ ５２１８と同等以上の無鉛塗料とする。 

c) 塗装は，トラクタ外面（座席を除く。），排土装置（油圧ホースを除く。），後方アタッチメン 

ト（油圧ホース及びワイヤを除く。），収納箱，予備品箱及び鋼製運転室とする。 

d) 給油脂部は，赤表示する。 

e) 各部の塗装及びめっきに，むらがあってはならない。 

2.7 性能 

 性能は，表5による。 
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表5－性能 

項目 規定 

走行速度 

（最高速度） 

１，３，５型 前後進とも９ ｋｍ／ｈ以上 

４型 前後進とも８ ｋｍ／ｈ以上 

けん引出力（効率８０ ％） ８２．２ ｋＷ以上 

最大けん引力（効率８５ ％） １１７．６ ｋＮ以上 

最小回転半径 １，３，５型 履帯外側で３ ５００ ｍｍ以下 その場旋回可能

とする。 ４型 履帯外側で４ ２００ ｍｍ以下 

登坂能力 １，３，４型 ３０°以上 

５型 ２２°以上 

左右傾斜限界角（計算値） ３５°以上 

接地圧 トラクタ単体 ６１．８ ｋＰａ以下 

排土装置付き１型 ８０．５ ｋＰａ以下 

排土装置付き３型 ７９．４ ｋＰａ以下 

排土装置付き４型 ４３．２ ｋＰａ以下 

排土装置付き５型 ７８．５ ｋＰａ以下 

排土装置 最大上昇量 

（履板突起を含まず。 ） 

８００ ｍｍ以上 

最大下降量 

（履板突起を含まず。 ） 

４００ ｍｍ以上 

最大チルト量 

（左右とも） 

１，３，５型 ３００ ｍｍ以上 

４型 ２００ ｍｍ以上 

アングル角 ２３°以上（４型を除く。 ） 

刃先切削角 ５０°～６０° 

リッパ装置 

（１型） 

圧入力 ４６．１ ｋＮ以上 

最大掘削深さ ４００ ｍｍ以上 

最大持ち上げ高さ ４００ ｍｍ以上 

ウインチ装置 

（３型） 

巻上げ速度 ２４ ｍ／ｍｉｎ以上（機関定格回転速度，ペアド

ラム時） 

引張力 １３７．３ ｋＮ以上（ペアドラム時） 

バックホウ装置 

（５型） 

旋回中心移動量 左右とも５３０ ｍｍ以上 

最大掘削深さ ３ ６００ ｍｍ以上 

最大積込み高さ ２ ８５０ ｍｍ以上 

最大掘削半径 ５ １００ ｍｍ以上 

2.8 製品の表示 

 製品の表示は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の 2.3 によるほか，次による。細部は，承認図面に

よる。なお，銘板の品名について，特に指定する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

a) 器材本体に，ＮＤＳ Ｚ ８０１１に示す１種銘板，２種銘板及び必要箇所に３種銘板を取り付け

る。 
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b) 主フレーム両側部に白で重心位置を表示し，その両端に刻印する。 

c) 収納箱及び予備品箱は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の2.3により，物品管理区分標識及び名

称を表示する。 

d) 収納箱及び予備品箱は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の 2.3 によるほか，ＮＤＳ Ｚ ８０１１ 

に示す４種銘板を，蓋の内面に取り付ける。 

e) トラクタ本体に，訓令に基づく自動車番号及び陸上自衛隊標識を表記する。 

 

3 品質保証 

 監督及び検査は，契約担当官等が定める監督・検査実施要領による。 

 

4 出荷条件 

4.1 包装 

包装は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習による。 

4.2 包装の表示 

包装の表示は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習による。 

 

5 その他の指示 

5.1 官給品 

 官給品は，調達要領指定書によって指定する場合のほか，１型及び３型の各Ｂタイプの契約におい

ては，表6を官給する。また，官給場所は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，契約の相手

方の工場とする。 

表6－官給品 

品名 数量 規定 

付加材（鋼板） 一式 ＨＥ－Ｚ１９９００２による。 

5.2 附属品 

 附属品は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表7による。細部は，承認図面による。 

表7－附属品 

番号 品名 数量ａ） 規定 

１ 保護履帯 一台分 ４型は，不要とする。 

２ 雪上履帯 一台分 
履帯幅５００ ｍｍ～５８０ ｍｍ（４型は，不要とす

る。） 

３ 黄色回転灯ｂ） １ ２４Ｖ， 回転式とする。 

４ リモコン装置 ｃ） ＧＥ－Ｃ５８２００２による。 

５ 附属工具 一式 製造者が規定する仕様及び社内規格による。 

６ グリースガン １ レバー式手詰め及びカートリッジ兼用タイプとする。 

７ 車体用シート １ ＨＥ－Ｌ１８３００４の車両シート，５号とする。 

８ 消火器 １ ＧＥ－Ｚ４２１０１８の表1番号１２に示す粉末消火

器・ＡＢＣ１．８ｋｇ・自動車用（銘板及び表示板

は，不要）とする。 

９ 給油表 １ 取扱説明書に含めてよい。 
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表7－附属品（続き） 

番号 品名 数量ａ） 規定 

１０ 附属品明細表 １ － 

１１ 収納箱 １ a) 番号５，６，９，１０，また，取扱説明書，部品 

表及び整備資料を収納可能とする。 

b) 施錠（錠前を取り付ける。 ）可能な製品とする。 

注ａ） 規定の数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

注ｂ） 番号２の鋼製運転室に装備されている場合は，不要とする。 

注ｃ） 数量は，調達要領指定書によって規定する。 

5.3 予備品 

 予備品は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表8による。細部は，承認図面による。 

表8－予備品 

番号 品名 数量ａ） 規定 

１ 通常履帯 一式 １台分とする。塗装は，2.6.2 による。 

２ 電球 規定欄に 

示す数量 

a) 前照灯は，２個とする。 

b) 前照灯以外は，灯火装着数の半数（端数は，１ 

未満を切捨てとする。）とする。ただし，装着数 

が１個の場合は，１個とする。 

c) b)項に示す前照灯以外とは，尾灯，制動灯，計 

  器板灯（備えがある型式に限る。），後照灯， 

鋼製運転室のルームライト及び回転灯とする。 

３ ヒューズ 一式 各種類を備えたものとする。 

４ グリースニップル ６ 孔管形とし，直軸タイプとする。 

５ ４ 孔管形とし，曲軸タイプとする。 

６ フィルタエレメント 一式 潤滑油ブリーザ及び作動油用（ガスケット付）とする。 

７ 予備品箱 １ a) 鋼板製とし，番号２，番号３，番号４，及び番号 

５を収納可能とする。 

b) 施錠（錠前を取り付ける。）可能な製品とする。 

注ａ） 数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

5.4 承認用図面等 

5.4.1 承認用図面及び色見本 

 契約の相手方は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の箇条6に基づき，2.1d)，2.6.2，2.8，5.2，表2

その他付加材等及び5.3のほか，外観図，主要諸元及び標準仕様以外の装置等の明細図についての承認

用図面３部及び承認用色見本３部，ほかに承認用願書だけ１部を契約担当官等に提出し，承認を受け

る。 

5.4.2 加工用図面 

 契約の相手方は，契約後速やかに，付加材（鋼板）の加工に使用する加工用図面２部を陸上自衛隊

補給統制本部施設部に提出する。 

5.5 申請書類 

 契約の相手方は，訓令に基づく保安基準緩和申請に必要な書類を，契約後速やかに契約担当官等に



- 10 - 

提出する。 

5.6 納入書類 

5.6.1 添付書類 

 契約の相手方は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，器材一式ごとに表9の書類を添付 

する。 

表9－添付書類 

番号 名称 数量ａ） 摘要 

１ 取扱説明書 １ ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の7.1 

a)，7.2 a)及び7.3 a)による。 

日本語版とし，合冊してもよい。 

２ 整備資料（第 1 種） １ 

３ 部品表（第 1 種） １ 

注ａ） 数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

5.6.2 提出書類 

 契約の相手方は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，製品納入時，陸上自衛隊関東補給

処古河支処に表10の書類を提出する。 

表10－提出書類 

番号 名称 数量ａ） 摘要 

１ 取扱説明書 １ ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の7.1 

a)，7.2 a)及び7.3 a)による。 

日本語版とし，合冊してもよい。 

２ 整備資料（第 1 種） １ 

３ 部品表（第 1 種） １ 

４ 完成品写真ｂ） １ 四方写し（前後左右） 

５ 試験成績書 一式 － 

注ａ） 数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

注ｂ） 過去に納入実績があり，前回納入時と変更のない場合は，省略しても 

よい。 

5.7 保全 

１型及び３型の各Ｂタイプの契約の相手方は，ＨＥ－Ｚ１９９００２に関わる物件，文書，図画

などの注意などに指定されたものの取扱いに当たっては，“取扱上の注意を要する文書等及び注意電

子計算機情報の取扱いについて（通達）”に基づき，その取扱いに万全の注意を払わなければならな

い。 

5.8 情報保全 

 １型及び３型の各Ｂタイプの契約の相手方は，ＨＥ－Ｚ１９９００２について保護すべき情報及び

この契約の履行に際し知り得た非公知の情報（以下，“保護すべき情報など”という。）の取扱いに

当たっては， “装備品等及び役務の調達における情報セキュリティの確保について（通達）”におけ

る別紙“装備品等及び役務の調達における情報セキュリティの確保における特約条項”及び添付資料

“調達における情報セキュリティ基準”に基づき（保護すべき情報に該当しない非公知の情報にあっ

ては，これらに準じて），適切に管理しなければならない。この際，特に，保護すべき情報などの取

扱いについては，次の履行体制を確保し，これを変更した場合には，遅滞なく官側に通知しなければ

ならない。   

a) 官側の同意を得て指定した取扱者以外の者に取り扱わせないことを保障する履行体制 

b) 官側が書面によって個別に許可した場合を除き，契約相手方に係る親会社，地域統括会社，ブラ 



- 11 - 

  ンド・ライセンサー，フランチャイザー，コンサルタントその他の契約相手方に対して指導，監 

  督，業務支援，助言，監査等を行う者を含む一切の契約相手方以外の者に対して伝達又は漏えい 

  されないことを保障する履行体制 

5.9 仕様書に関する疑義 

この仕様書に関する疑義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.3による。 

- 11.- 


